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１） 人口ビジョン（案） 

２） （仮）デジタル田園都市国家構想の実現に向けた三芳町まち・ひと・しごと創生総

合戦略（案） 

会議結果 

ご意見を参考に、戦略素案・人口ビジョン修正案を策定する。 

会議経過 

別添のとおり 

会議資料 

別紙のとおり 

発 言 者 議 題 ・ 発 言 ・ 結 果 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

１ 開会 

 

２ 会長挨拶 

 

３ 議事 

①人口ビジョン（案） 

事務局より、「人口ビジョン（案）」の説明があった。 

 

（意見・質問） 

当初の人口目標から2025年までに人口が増えていくという計画だが、

ここ３年間は人口が増えていくという計画なのか。 

 

竹間沢地域の新築マンションでの移住等で人数を見込んでいる。 

 

合計特殊出生率の部分、県の目標である1.78に向けた取組の内容は。 

 

策定中の第６次総合計画においても子どもの幸せプロジェクトという

ことで、子育て支援・子ども家庭センターの開設、切れ目のない支援等

を考えている。また、教育面での魅力も取組の一つとなると考える。 

 

子育て支援だけでなく、産む時の支援（出産・育児）という点での支援

も検討してほしい。また、Iターンだけでなく、Uターンの施策も検討

してほしい。 

いずれにせよ、32,000人という人口目標に対して、具体的な施策を考

えていってほしい。 

 

ラジオで、埼玉県の移住に関する問い合わせが去年は一昨年に比べて

２倍と聞いた。震災等にも強い町のため、三芳町でも増えているか。 

 

問合せというのは、残念ながらあまり無いと認識している。ただ、南西

部地域全体では人口は増えている。 

 

待機児童が少ないというのもアピールできると思う。 

 

やはり災害に強い町というのは良いと思う。何を入口にするかが大切。

津波も想定しづらい地域というのは、大きなメリットとなる。 

 

物流倉庫があるというのも、その証拠だと思う。 

三芳町を含め、まだまだ埼玉の魅力を知らない人は多いと思う。 

 

広報等を含めて広めていきたい。 

 

 

②（仮）デジタル田園都市国家構想の実現に向けた三芳町まち・ひと・

しごと創生総合戦略（案） 

 

（意見・質問） 

KPIの中の第二次産業事業所数について、維持の目標となっている理由

は。 
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第２次総合戦略の期間においては、目標から減少結果となっているた

め、まずは減少をとめるという意味で維持を目標としてる。 

 

出会いの場の創出という観点で、デジタル・リアルでの取組でなにか

あるか。また、高齢化社会となる中で、デジタルデバイドの解消という

観点で具体的な点はあるか。 

 

出会いの場の創出については、埼玉県の「恋たま」に新規で登録するこ

とによる効果は考えられる。 

デジタルデバイド解消については、地域への発信方法について、検討

する必要があると考える。 

 

具体的にはどのようなデジタル化を想定しているか。 

 

書かない窓口・透明ボードによるコミュニケーションツール等を考え

ている。 

 

わが街ポータルとはどういうものか。 

 

住民や行政連絡区による投稿が可能なサイト。将来的には回覧板等の

代わりになればと考えている。 

 

高齢者にとっては、ホームページを開くことができない。公民館等に

行けば教えてくれるということがあればよいが。 

 

公民館でのスマホ教室なので普及できればと考える。 

 

デジタルも便利だが、最後は「人」ということで、ミックスしたデジタ

ル化を進めていってほしいと考える。 

 

ふるさと納税について、出品点数に対して事業者数が少ない気がする。 

 

一つの事業者で複数の返礼品を出している事業者もあるので、そうい

った数値になっている。また、総務省の制度改正により、町の寄附額の

減少も見込まれている。ただ、これまでのノウハウを活かして推進を

引き続き進めていきたい。 

 

団塊の世代は、デジタルという言葉だけで拒否反応が起きる。しかし、

町のLINEやQR決済等、使うと便利は便利である。 

 

繰り返しにはなるが、デジタルとアナログを組み合わせて、進めてほ

しい。 

 

話が高齢者施策となっているが、子育てや子どもに対する施策もより

充実させることが町の発展には大切な一つだと考える。 

 

高齢者・子育て世帯だけでなく、バランスを見て検討していきたい。 

 



  

③その他 

事務局から「今後のスケジュールについて」の説明があった。 

 

 

４ 閉会 

 

 


